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静岡地学第69号 (1994)

部巡検会の
~富士火山溶岩樹型ほか~

川平裕昭*

1993年 11月21日(日)、篠ヶ瀬卓二会員(富士市立大淵中学校長)を講師にお願いして東部支部巡

検会が行われた。本巡検会の主たる目的は裾野市十盟木周辺の富士火山溶岩樹裂の観察であるが、裾

にも立ち寄り、充実した一日を過ごすことができた。主要観察地点@事項につい

て、その概要を報告する O

1 裾野市立富士山資料館(裾野市須山 2255-39)

この資料館は 1958年5月に開館され、富士火山のおいたち@なりたち、御坂層群の動物化石(ウニ@

サメの歯など)、富士五湖のおいたち、青木ヶ原などの樹海、植物の垂直分布、

洞穴の生物たち、須山口登山道の歴史、宝永の大噴火、裾野のくらしなど、富士火山に関する豊富な

資料および郷土の歴史@文化財などが展示されており、興味深く見学できた。ただし、地質年代区分、

山の基盤や活動史についての解説は、最近の研究成果を踏まえた見直しが必要であるO

2 十里木の接合溶岩樹型(十盟木氷穴)

十里木氷穴と呼ばれるこの溶岩洞穴 トンネノレとは異なり、 6本の大木が溶岩流によっ

て倒され、 き込まれて る途中で、 2.5 mの大木に遮られて生じ

型であり、その形成過程が特殊である点が興味深い。 、氷穴と呼ばれる訳は、狭い溶岩トンネル

を下降してきた水分を含む冷風が、溶岩トンネル膨大部 で断熱膨張により結氷し

たり、低温のため冬季の積雪が保存されて万年雪化するためである O

3 玄武岩慣の火山性潤穴

Pit Caveと

自噴火口の底部に生じるもの

4 溶岩揺裂の区分

した

出のために倒さ

上のトンネル状を示す。
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十霊木氷穴のような複合溶岩掛型(富士山のみ)のほか、

じるもの(日本にはない)、 RiftCaveと呼ばれる

ど)が知られている O

り、取り巻いて冷却@酉化ずる擦、樹木は

き、

閉じ込められると となり、
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日 ランド る 1，306 m、 146 m) 山高斜面で

級の寄生火山であり、 る 1，270 m、 80 m)とともに、双子山地形 って

おり、 方がやや古い め、 の

し)0

* 中心 をイ乍，

さ約5111以下)0 自 は火 ア

3 mm以下、 6-4mm およ 3翻以T)の斑品が認めら

れるO

* を作るとともに、 に流し、

は約 10ln) 0 主とし

を{半っている O

ある

ヌうま、

の粒径は 6mm以下、 し)0

ある。
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(溶岩沼穴)があり、 も数値


